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１．はじめに
外国語の学習者にとって、理想的な外国語の学習環境とは、教室でのフォー
マルな学習と自然な形で外国語を見聞きできるインフォーマルな環境である。
インフォーマルな環境とは、目標言語を話す国で生活しながら外国語を身につ
けることができる環境をさす(1)。しかし、全ての学習者が留学に行けるとは限
らない。そして留学後に留学の成果を維持したい学習者は、やはり教室での勉
強に頼ることになる。ネイティブの教師にとっては、如何に教室という環境の
中で学習者に自然に外国語を話す意欲を引き出すかが、常に考えるべき課題で
ある。
本稿は金沢大学の教養的言語科目として開講されている中国語Ｂでミニス
ピーチに取り組んだ授業の報告である。2005年度前期に中国語Ｂ（筆者担当）
で行ったミニスピーチには学生がかなり関心を寄せたため､2005年度後期から
毎回の授業に取り込むことにした。本稿においては、この２年間、ミニスピー
チを取り込んだ中国語の授業の実践を報告し、中国語中級クラスにおける教授
法を探り､学習者に適した指導を如何に組み立てていくかを検討していきたい。
2．授業の概要と実践報告
シラバスには、中国語Ｂの授業の目標として、中国語らしい表現を使い、ふ
、２
つうのスピードで話せるようになることを目指すと記載している。対象学生は
２年生以上であるが、実際には２年生の学生がほとんどである（例えば、２００６
年度前期のクラスは１８人の受講者中に２年生は１６人であった)。１年間（３０
週）のみ中国語を勉強した学生にとっては、中級クラスの学習の最初段階はむ
しろ初級レベルの延長といっても過言ではない(2)｡初級で中国語に関する知識、
基本的な文法と日常会話に必要最小限の単語を勉強したにもかかわらず、学生
の多くは、それを使っての意思の伝達がなかなかできない。本授業は話し、書
くことによって、学生にそれぞれの考えをアウトプットさせることを中心に授
業を行った。授業の前半はミニスピーチを、後半は教科書を使用する。本稿で
は主にミニスピーチの実践状況について報告する。
2.1ミニスピーチについて
本授業で行ったミニスピーチは、厳密にいうとスピーチのレベルには達して
いない。長さの点からも一種の長文としかいえない。ただし、学生が人前で発
表するという点から見ると一種の短いスピーチと見てもよいのではないかと思
う。
この授業における会話指導の主眼は、学生の意思に基いた発話を引き出すこ
とに置かれる。授業の進め方は、まず学生が事前に用意したミニスピーチの原
稿を読み上げ、その後、教師がそのミニスピーチの内容に関する質問をし、会
話を行う。質問や会話を通して、教師は関連する話題を多く提供し、学生にさ
らに即興スピーチをさせることを目指す。
ミニスピーチのテーマは特に限定していない(3)。そして、かならず文章を書
き下ろすことを要求する。ここでいう文章は、あくまでも会話の記録としての
ものであるので、特に文章用語にはこだわっていない。学生が書いたり、読ん
だりすることを通して､話す時に気づかない間違いを発見することがよくある。
それは文法的な間違いのみならず、自分が伝えたい情報が上手く伝わったかど
うかという文章構成上などのことも、読んでいる中に気づくこともしばしばあ
る。一方、教師側にとっては、学生の発f音が聞き取りづらい、または聞き取れ
ない時に、その書き下ろした文章を参考に会話を進めることが授業時間を有効
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に利用することにもつながる。教師は学生に中国語で自分の知っていること、
知ってほしいことを、常に状況に合った表現を使って意思表示ができるように
助け、さらに、授業中に学生の成果を随時評価し、高いレベルに到達するよう
励まし、学生の学習意欲を高める。
授業後にミニスビーチの原稿を提出させ、次回の授業時に添削して返却する。
学生に間違いをきちんと目を通して確認し、添削済みの文章を暗記するように
と促す。
2.2受講する学生について
中国語Ｂを受講する学生は中国に興味があり、中国語に関心を持っている真
面目な学生がほとんどである。そして、ネイティブ教師の中国語Ｂを受講する
ことは、学生が中国語を話したい気持ちを持っていると考えられる。しかし、
内心では話したいと思っていても、表情や行動においてはなかなかその積極性
を見せない。また、少しの間違いですぐ消極的になってしまう学生も少なくな
い。同じ学年の学生であっても、リスニングカと表現力がかなり異なる学生が
いるので、同じ質問に対して流暢に答える学生もいれば、つまづいたり、答え
を諦めたりする学生もいる。そして、上手に出来た学生は達成感を覚えるよう
だが、一方、上手に出来なかった学生はプレッシャーを感じ、欠席が増え、時
には授業をあきらめることもある。そこで、中国語Ｂのシラバスには「各自の
レベルに合わせて会話を行う」と記載した。これは、会話の勉強は安易にでき
ることだという意味ではなく、学生に話す勇気を持たせ、各自の要求を満たす
会話ができるようにと考えたのである。
2.3授業中の留意点
２．３．１間違いをその場で訂正しない
スピーチをしている時、そして質問に返答している時に、学生の話を中断し
て間違いを訂正することをしない。これは何度も中断されると、学生は間違い
を恐れて話す意欲を失うからである。特に日本人学生には、ネガティブなタイ
プが比較的多くいるので、人前で何度も間違いを注意されると話す勇気がなく
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なり、無口になる。そこで、本授業は、意味理解に影響しない間違いを授業中
に指摘しないことにした。例えば、「芙末西了」（買い物した）を「実家西」（買
い物する）といい、完了表現である「了」を学生はしばしば忘れる。「了」は重
要な文法項目の一つであるが､「了」の不足は会話の理解を妨げるほどに深刻な
間違いではない。実は、一般的なネイティブ・スピーカーにはこのような間違
いにとても寛容な態度を取る人が多いのである。
しかし、会話の理解に大きな混乱を引き起こすような間違いをしたらそれを
無視することはできない。教師側は学生にすこし困惑した表情を見せ、その間
違いに注意を向けさせる。時には、学生の発話を言い直して返す。
例えば、学生：我参加玩几童的倶禾部。
（子供を遊ぶサークルに所属している｡）
教師：渥,作参加和ﾉし童玩ﾉし的倶禾部畷。
（あら、子供と遊ぶサークルに所属しているんだ｡）
多くの学生は教師の言い直しを聞き、自分の間違いに気づき、スピーチのほ
かの箇所に同じ表現が出ると教師の言い直しを用いて正しく言い換える。
また、言い直しについては、明らかに間違っている箇所について、教師が直
すべき文の出だしのみを発話し、残りの文を学生に続けて言ってもらう形をと
ることが多い。この言い直しは直接的に学生の間違いを指摘していないので、
学生の受け入れがよい。
2.3.2文法と発音について
この授業は文法の説明に重点を置いていない。学生が基礎文法を理解したと
いう前提で会話を行っている｡授業中に特に注意すべき文法事項は説明するが、
他の文法事項については復習の際に確認するように促している。
学生の中に文法や発音に拘り、文法の徹底的な説明を求める人がしばしばい
る。また、スピーチを作成する際に、日本語の単語を対応する中国語に一つ一
つ置き換えがちの人も多い。このような学生に対して、文法的に正しく表現で
きたり、よい発音ができたりするより、場面にあった表現を使えることが重要
であることを常に伝えている。また、辞書は語句を理解する出発点としては利
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用できるが、語句を正しく効果的に使うためには、辞書以外の情報や観察を加
味する必要があると注意している。
とはいえ、この授業は文法を全く重視しないわけではない。スピーチまたは
会話を通して、学生の注意を中国語の言語項目、言語形式に適切に向けさせ、
中国語の規則に対する認識をコミュニケーション力の向上の中で深めていくこ
とを望んでいる。また、文法において中国語と日本語の相違点のみ強調せず、
共通のものがたくさんあることも伝える。学生が文法の規則には限りがあるこ
とを知っていれば、学習が少し楽に感じるようになると思ったからである。日
本語を通してすでに知っている言葉についての知識を活用すれば、それだけで
も学習成果になるし、中国語の勉強は努力が必要であるが、無限の努力が必要
というわけではなく、限られたことさえこなせば一定の目標を達成できるとわ
かると、学生のモチベーションが高まると思う。
２．３．３相互交流の重視
ミニスピーチに含まれる情報をその発表者のみのものにせずに、できるだけ
皆の共有のものとして、発話したり、設問したりする。そうしているうちに、
学生たちが自分のスピーチにのみ集中するのではなく、他人の話も聞くように
なる。皆がその話題に関心を寄せ、教師と発表者の二者の会話から多数者参加
の会話になる。また、他人の話を聞くことによって、その発表者がどんな表現
を使っているか、どういうところでつまづいているかも分かるようになる。授
業中、発表者が単語や表現を忘れた時に、周囲の学生がヒントを与えるなどし
て、手助けをするという場面が多くある。これは互いに勉強になるだけではな
く、発表者が話す時の緊張感を除くことにもなる。
また、ある程度話せるようになると、周りの学生のレベルを気にするように
なることもよくある。受講生の中には、登録せずに受講する学生がしばしばい
る。そのような学生はだいたい中国語学習歴が２年以上の人が多く、レベルも
２年生よりはるかに上である。そのような学生のレベルに驚かされて、懸命に
頑張ろうとする雰囲気が教室に満ちたことが実に効果的であったことが授業で
見受けられる。
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一方、教師と学生との交流は、授業中の学習のほかに授業後の学習相談留
学相談を通して行っているので、学生の教師に対する親近感が増す。これは実
は学生のスピーチの内容にも反映されている。学生は自分の考えや出来事を教
師に聞いてもらいたい、表現したいという意欲が高まり、文章も長く書くよう
になり、教師の質問に対しても積極的に答えるようになる。これは次の「授業
の効果」に取り挙げる学生の例文から窺えると思う。
２．４授業の効果
この二年間、中国語Ｂを受講した学生は、それぞれ半年の勉強を通して、流
暢に話せるまでには至らなかったが、各自のスピードで話したいことを表現で
きるようになったと言える。ミニスピーチも学期の後半から徐々に内容が充実
したものになる。そして、欠席者もメールや書面にてミニスピーチを提出する
ようになった。2006年度前期と後期の学生はとりわけ積極性があり、中国語の
レベルアップも顕著であった。2006年度前期の１８人の受講生中６人が夏の北
京大学における短期留学に参加し、留学の準備に関する話題ではクラスが盛り
上がり、皆の勉強する意欲を一層引き出した。(短期留学を終えた６人が後期の
Ｂ、Ｃを受講しつづけた｡）学期末の学生による授業評価の結果によれば､授業
の理解度・満足度が高い。中国語への関心が高まったと見て取れる。
ここで2006年度受講した学生のミニスピーチの原稿を2例挙げて見てみよう。
学生の中国語のレベルだけではなく、表現したい意欲もこのスピーチの内容か
らも見て取れると思う。
Ａ学生（経済学部・経済学科２年）（数字は日にちを表す。以下同じ）
・４/２７
屯祝不在我的房同里,我想芙屯視。我好看明視。
（私の部屋にはテレビがありません。テレビを買いたいのです。テレビを見
るのが好きです｡）
・７/２０
我推蓉春天的兼六回。迭十季箔量然衿,但是我享受看花。
花宛如満天密云,又有金津城背景,那十根非常好看。
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（春の兼六園をお勧めです。この季節は寒いですが、花見を楽しむことがで
きます。花は空一面の雲のようなもので、その背景にまた金沢城があり、と
ても美しいです｡）
・１０/２５
今天在金洋大学偶然中国人的朋友磁兄了。
夏天去中国的吋候我ｲ｢]相沢了。我ｲ｢]只兄面一次。
可是,有勇気我眼弛悦活,“述圦沢我喝?，，
弛悦“好久不兄了"・我恨高共。
（今日は金沢大学で偶然中国人の友達に出会いました。夏、中国に行った時
に彼女と知り合いました｡私たちは－回しかあったことがありません｡でも、
私は勇気を出して彼女に話をかけました。「私のことをまだ覚えています
か？」「お久しぶりです｡」と彼女は返事してくれました。とても嬉しか
ったのです｡）
Ａ学生は中級クラスに入った当初、中国語がまったく聞き取れなく、話す
こともできなかった。ただ性格が明るく、しかも負けず嫌いで、教師の発音
を懸命に聞き、周りの学生の発表にもよく耳を傾けた。夏休みの短期留学に
いくことを決めてから、ますます勉強する意欲が高まり、よく教師とコミュ
ニケーションをとるようになった。短期留学後も続けてＢを受講している。
そのスピーチにはまだ文法的な間違いが多く見られるが、語彙力そして表現
力がよく伸びたと思う。
Ｂ学生（文学部・史学科２年）
・４/２７
星期一我和家人在一起吃了晩板。
我除了星期一和星期五之外毎天都不能和家人吃晩坂。我恨高呉。
（月曜日、家族と一緒に夕食を食べました。月曜日と金曜日を除いて、毎日家
族と食事をすることが出来ません。とても嬉しかったのです｡）
・７/２０
最近我利朋友在一起去笑了吃的末西。我要了油炸豆腐包和寿司。迭十用
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日梧被ﾛﾘ倣いなりずし。我的朋友看我栗了的いなりずし椋冴而悦了``道
イカ什公三粛形?"・金津的いなりずし是三角形｡但是地Ⅱ'生地的いなりず
し是四角形。我覚得三魚形的比四角形好看。
（この間、友達と一緒に食べ物を買いに行きました。私は揚げ豆腐とお寿司を
買いました。これは日本語で「いなりずし」と言います。友達は私が買ったい
なり寿司を見て驚いて「なぜ三角の形なの？」と言いました。金沢のいなり寿
司は三角形をしていますが、彼女の出身地のいなり寿司は四角形です。三角形
のほうは四角形のより形が綺麗だと思います。
・１１/２９
冬天没有棒球比雰,所以我看相朴。棒球根有意思相朴也恨有意思｡星期天
我在宅祝看到了相朴。当天是“千秋禾''・迭句是最磐日的意思・在九州大
会,朝青尤荻腔了。他是蒙古人。蒙古人恨弧,欧洲人也一祥,所以恨有意思。
但是日本人不能荻肚。我恨遺憾。
（冬の問は、野球の試合がないので相撲を見ています。野球は面白いですが、
相撲もなかなか楽しいです。日曜日、テレビで相撲の競技を見ました．その日
は「千秋楽」でした。これは最終日を意味します。九州大会で朝青龍が優勝し
ました。彼はモンゴルの出身です。モンゴル人は非常に強いです。ヨーロッパ
の人も同じです。だから相撲の試合は面白いです゜でも、日本人が優勝できな
くてとても残念に思います｡）
Ｂ学生は当初からレベルが高い学生であったが、内気で積極的に話をしよう
とはしなかった。しかし、この学生は日本の文化そして異文化にかなり関心
があり、授業が進むにつれ、自分の考えをよく話すようになり、そして会話を
楽しんで交わすようになった。その変化は上に挙げるスピーチから窺える。
本稿は学生の表現の変化を見るという点でこの二例を挙げたが、他の学生の
スピーチにも同様の傾向が見られ、学生それぞれの個性も窺える。その全体の
分析、そして学生のスピーチに見られた間違いに関する具体的な分析は別の機
会に譲る。
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3．学生の感想
中国語のレベルアップ及びミニスピーチについて学生の感想を聞いてみた。
主なものを以下にまとめた。
・中級クラスの勉強をして中国語のレベルが上がったか
○自分では、少しは上達したと思います。でもまだまだ努力しなければいけない
ことの方が多いです。上達したというより中国語に親しめたという色合いの方
が大きいかもしれません。
○一年生の頃は、本当に短い文しか覚えてないし、口から自然に中国語がでなか
った。でも二年生では口語中心のおかげで、より中国語になじめ、おぼろげな
がらも簡単な文を話せることができるようになったので、自分の中国語のレベ
ルは確実に上がっていると思います。
○限られた単語の中で自分の意見を表現できるようになったのが大きな進歩だと
思います。
この感想をみて一番感じたのは、学生たちがそれぞれ自分の中国語のレベル
にかなり自信がついたということ、そして、中国語に対する親しみも増したと
いうことである。これらは中国語の学習における次のステップアップにつなが
る重要なことだと思う。
・ミニスピーチについて
○授業以外で、最低週一回は中国語を勉強し、話す機会となるので大変いいと思
います。書く練習にもなりますが、音読や発音の練習を授業で取り込んでもい
いと思います。
○先生の質問のおかげで、聞く力もつけられる。「中国語で話す」ことに慣れる。
○短期留学に行くことができたので、聞き取りと発音は前よりできるようになっ
たと思います。しかし、文章を書く上での知識がほとんど身につけられません
でした。ミニスピーチを考える上でかなり戸惑ってしまっています。今後、同
じクラスの他の人くらい文法を身につけられるようになりたいです。
○発音が下手なので難しいですが、他の人の発表を聞くと、とても参考になりま
す。単語力が非常に低いので、毎回ミニスピーチを作る時かなり辞書に頼って
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しまい、理解しにくい文章になってしまって読みにくいし、聞き取りにくいと
思います。
○自分の言葉で文章をつくることはとても力になります。少しずつ単語数も増え
ていったし、スピーチの内容から話がふくらんでいくのがとても楽しいです。
○構文を使って書くと構文が頭に入りやすい。できるだけ新しい単語ではなくて、
知っている単語を使って書いたら、とても納得のいく文ができるようになった
と思う。
学生たちはミニスピーチを通して、中国語に慣れるだけではなく、他人との
比較もできて､客観的に自分のレベルを分析できるようになっている｡そして、
分析を通して自分に不足している点に気付き、今後の勉強に如何に取り組むべ
きかまできちんと考えているようである。
中国語Ｂの授業は－学期１５回しかない。この１５回の授業においては、学生
とコミュニケーションする時間、練習させる時間そして、伝える情報はかな
り限られている。１５回の授業で中国語を流暢に話せるようになるのは実は難し
い。本授業は学生がこの授業を通して中国語学習に積極的に取り込むようにな
ることを授業の基本目標としている。ミニスピーチはこの基本目標の達成に役
に立つ方法の一つであると、授業実践を通して確信が得られた。
4.今後の授業に向けて
以上､2005～2006年度にミニスピーチを取り入れた中国語Ｂの授業について
報告した。これからもミニスピーチを継続して授業に取り入れたいと考えてい
る。ただし、いくつか改善すべき点があると思う。一つは、授業時間全体にお
けるスピーチと会話の時間配分である。－クラスの人数が１０人以上になると、
時間の把握がかなり難しくなり、時にはスピーチに時間をかけ過ぎて、用意し
たテキストの内容や表現を詳しく解説できなくなることがある。学生によって
は多少不満を持っている人がいたのではないかと思う。もう一つは、女子学生
に比べて男子学生はネガティブな人が多く、間違いをすると恥ずかしくなり、
挫けそうになったりすることがよくある。男子学生に対する指導法をもっと検
Zｎ
討すべきであると思う。
教室での言語学習は、教科書をきちんと説明することが重要であるほかに、
学生に目標とする学習言語を自然に発話する環境を作ってあげることも重視す
べきである。ネイティブの教師の役割は、教室という空間でインフォーマルな
環境をつくりだすことにあると思う。これはその言語の習熟度に直接つながる
と思う。
今後、学生の中国語学習モチベーションを向上させるために、本稿で述べた
点を中心にさらに工夫を加え、より充実した授業を学生に提供できるように努
めていきたい。
【注】
(1)ジョーン・ルーピン,アイリーン・トンプスン『外国語の効果的な学び方』
西|嶋久雄訳、大修館、1998,48頁
(2)実際は多くの学生は日本人教員の授業Ａ１/３と中国語教員授業Ａ２／４を
両方取っていて、学習時間は30週×２と計算すべきであるが、今までの日
本人教員と中国人教員の授業は教授内容、形式が相似していたため、学生
にとっては学習内容の重複になる。2006年度から日本人教員と中国人教員
とのペア授業専用の教材が使用され、学習内容の重複が避けられ、日本人
教員は文法の指導、そして中国人教員が会話の指導にそれぞれ集中できる
ようになった。その成果が２００７年度の中級クラスにどのように反映され
るか楽しみである。
(3)ミニスピーチのテーマは特に限定していないが、前回の授業との関係で
事前に決めるときもある。
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